
公益通報及び相談の流れ（フローチャート）
　＜相談＞ 法令違反行為ではないかと思われることについての疑問が生じた。

相談者 大学（公益通報・相談窓口）

　＜通報＞ 法令違反行為が生じている、または生じようとしている。
通報者 大学（公益通報・相談窓口）

メール、書面（郵送）、電話
などの方法で窓口に相談する。

相談内容を確認します。
必要に応じて、追加でお話を伺います。

メール、書面（郵送）、電話
などの方法で窓口に通報する。

通報内容を精査します。
必要に応じて、追加でお話を伺ったり、証拠書類
等の提出を依頼します。

ハラスメントや研究不正など、内容によっては
専門の窓口を案内します。

公益通報に該当する法令違反行為だと思われると判断した
場合には、通報のフローに則り対応します。

必要に応じて、専門の窓口に
相談する。

通報内容を確認します。
通報を受け付けた旨の連絡をします。

①

②

①

②

②

③

通報を受け付けてから（②から）20日以内に、
次の点について連絡します。
・公益通報として受理するか否か。
・受理した場合に、事実関係調査の実施の有無。
（受理しない場合や、事実関係調査を実施しない場合の例：
法令違反行為に該当しない、解決済みの内容である等）

⑤

証拠書類等の提出などをする。 ④

事実関係調査を実施する。
調査の進捗状況に連絡に努めます。

（進捗状況の連絡の例：調査に2カ月ほどかかる見込み、
調査終了は9月頃の予定である等）

⑥

調査結果及び是正措置等について連絡します。
⑦

匿
名
に
よ
る
通
報
の
場
合
は
除
く
。
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